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• 自動チューニング(AT)におけるソフトウェアの性能を
決定する性能パラメタ最適組合せ探索の研究を推進 [1]

• ロボット制御分野における機械学習プログラムの
学習モデルのハイパーパラメタ選択に，このATを適用

• 対象は「人を回避しながら動くロボットの制御」に向けた
人移動予測AI（「歩行者経路予測アプリ」[2]）

• Physical worldでは，ロボットが予測モデルを使い周囲の
人移動を予測し動作，その情報をCyber World(クラウド)
に送り，予測モデルを機械学習により随時更新

• 機械学習では，大量のデータを扱い膨大な学習時間
を要し，さらにデータ選択により結果が一意に定まらない
【目的１】スーパーコンの高性能環境を有効に利用し，

並列化により，ハイパーパラメタ探索時間を
大幅に削減すること

【目的２】機械学習で生じる揺らぎを評価し，
推定パラメタの組合せの安定性を確保すること

• 本研究は，ロボット工学者と高性能計算学者との
学際研究として推進

開発技術[3]

背景と目的

予備実験 [4]
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・名古屋大学スーパーコン「不老」TypeⅡの利用
・ジョブごとに1GPUを使用／50ジョブまで同時実行可能

・ハイパーパラメタ：６種類，各パラメタごとに５パタン有
・したがって，組合せは，15,625(=56)通り

・評価指標：FDE
・人移動の予測した到達地点と実際の到達地点の誤差

・推定フェーズでは，有効
となりそうな組合せを
ATで自動的に探索し，
有効な組合せを抽出

・検証フェーズでは，有効な
組合せ候補を調べ，
安定した組合せを決定

・不老での並列実行により
逐次実行に対して，
２３倍の高速化を実現

探索する軸を随時追加

最良点変化なし

全軸探索終了

• 複数のハイパーパラメタからなる探索空間において，
限定した方向のみを探索し，新規の探索点が見つからない
場合は，探索方向を増やし，探索範囲を拡大

• 並列実行により複数ハイパーパラメタの組合せを同時処理
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図１ 本研究の位置づけ
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図2 反復一次元探索と並列化

推定フェーズ 検証フェーズ FDE
実行時間(回数) 実行時間(回数) (m)

逐次実行 279時間(553回) 81時間(160回) 0.81
並列実行 12.3時間(761回) 3.6時間(300回) 0.87
初期パラメタ 1.14
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図3 ソートされた探索履歴 (761通り)
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